
【具体策】
・ケアプラザ・コミュニティハウス・銭湯・空き店舗などを
　活動拠点として「ふれあい喫茶」を行う。
・障害のある人とのふれあい、勉強（理解）の場をつくる。
・個別に声かけをしていく。口コミで広げる。
・喫茶を拠点に情報発信する。
・掲示板で複合的なニーズを把握する。

【体制など】
・地区社会福祉協議会
・出入り自由な実行委員会をつくる。
☆できるだけ広い範囲の参加者に集まってもらう
　ように声かけする。

【具体策】
・自治会町内会単位であいさつ運動のキャッチコピーを募集、
　選定する。
・決定したキャッチコピーを回覧板の隅に書きこんだり、ステ
　ッカーをつくって配付するなどして周知する。

【体制など】
・自治会町内会が中心となる。
・子ども会・ＰＴＡ
☆保育園・幼稚園・小学校に協力依頼をする。

【具体策】
・ケアプラザなどで行われている活動の情報（趣味の活動、健
　康の講話など）をみんなに伝える。
・例えば病院にチラシを置くなど、今までとは違う戦略を進
　める。
・身近な場所での井戸端会議…おしゃべりで友達づくり。
　（おしゃべりは薬よりも体に効く）、軽い体操（毎回5分で
　いい）

【体制など】
☆みんなが気軽に参加できるテーマと活動のルー
　ルを考えよう。
☆世話役の負担はゼロに近づける。

【具体策】
・自治会町内会（子ども会）で夏休みなどに自転車の乗り方教
　室を毎年行う。
・自転車の乗り方ビデオを探す。もしなければ自治会町内会で
　つくる。（交通安全協会で貸出しあり）
・掲示板でＰＲする。乗り方・停め方のチラシをつくって回覧
　する。
・自転車販売店にも置いて配ってもらう。

【体制など】
・子ども会／自治会町内会／連合町内会／学校／
　ＰＴＡ／交通安全指導員
☆子どもだけの問題ではなく、大人も学ぶ機会と
　する。
☆ハード面のことについて、行政、警察と話し合
　う場をつくる。父親の参加も呼びかける。

【具体策】
・イベントを小学生にも手伝ってもらう。
・イベントを通じてケアプラザをＰＲし、認知度を高める。
・お茶などを飲める場所をつくる。

【体制など】
☆大きな掲示板を見やすいところに設置し、ＰＲ
　をしていく。

地区の特性

　●　下町情緒を残した人情味があふれるまち

　●　生活道路が狭く、歩道のない道が多い　など

子ども・高齢者・障害者の居場所づくりと交流をすすめよう；多世代交流のためのサロンづくり

あいさつのあるまちをつくろう；あいさつを習慣づけるために、あいさつ運動のキャッチコピーをつくる

健康づくりをすすめよう；脳の活性化にとりくむ（健全な井戸端会議で脳を使う）

地域ケアプラザをもっと活用しよう；ケアプラザでイベントを行い、小学生（保護者）との交流の機会を増やす

みんなで守ろう自転車のマナー；自転車のルールを教える機会をつくる

滝頭地区
～人にやさしく滝頭
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